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はじめに 

 これは、公益財団法人日本社会福祉弘済会が２０１９年度社会福祉助成事業における研究事業の

ひとつとして採択したものです。社会福祉法人東北福祉会せんだんの里では、『「サポーターズカフ

ェ」による認知症サポーター・ダブルリンクの試みと効果の考察』をテーマに実践研究を行いまし

た。 

 現在、「認知症サポーター養成講座」は全国の町域及び職域、学校や介護事業所等において数多く

開催されています。全国キャラバン・メイト連絡協議会によると令和元年１２月末日現在で受講者

は（延べ）１,２３４万人を超えており、仙台市では（延べ）９万人以上となっています。 

そして、当法人では認知症介護指導者や地域包括支援センターの職員をはじめとする認知症キャラ

バン・メイト十余名が実働しており、これら認知症サポーター養成講座を主催したり、講師を務め

たりしています。 

 令和元年６月１８日に認知症施策推進関係閣僚会議で決定された「認知症施策推進大綱」におい

ては、「新オレンジプラン改訂版」から引き続き認知症サポーター養成目標数１,２００万人、職域

での養成目標を４００万人としました。認知症サポーターの養成目標数は、新オレンジプラン改訂

版の数値目標が令和２年度までとされていたことから、今後新たに設定されるものと考えています

が、延べ数とはいえ、これだけの人数の認知症サポーターを養成しているという成果は、認知症の

当事者やその家族の暮らしに、どのような影響を与えているのでしょうか。 

 確かに、「認知症」への用語改正や、認知症に関する正しい知識の普及・啓発は、認知症や認知症

の人に対する偏見・差別を減らすなど正当な効果をもたらしていると感じることができます。 

しかし、これは法制度による用語改正や認知症サポーター養成講座だけではなく、「民生委員」や町

内の「福祉委員」、地域で活動する「ボランティア」等による身近で地道な活動、介護保険サービス

の一般化、「認知症カフェ」や教育機関における「人権教育」「福祉教育」、マスコミによる正しい

「報道」などが複合して効果を上げているものとも推察できます。 

 「認知症サポーター」という言葉に対して抵抗感をもつこと、もたれることがあります。 

 “Supporter”は、支援者、手助けする人等の意味をもつとされ、支援する人とされる人の関係

（非対等性と一方的関係）を感じさせる言葉ともいえます。そのため、“partner”という暮らしの

「仲間」、地域の「相方」であって欲しいという主張があることはよくわかります。日本語は表意文

字であり外来語といえども、言葉の意味と印象に、自身と他者の感覚や価値観が大きく影響するか

らです。私たちは呼称にはこだわりません。「認知症サポーター」「認知症パートナー」「認知症フレ

ンド」等、定められればその名称を用います。私たちは、この「認知症サポーター養成講座」を受

けた人たち（認知症サポーター）に、「社会資源」になってもらいたいということを考えています。 

社会資源とは「自分自身だけではなく家族を含む他者の役に立つこと、社会に有用な存在になるこ

と」だと考えています。地域包括ケアでは互助、共助といわれますが、責任守備範囲を自ら極めて

狭くもつ専門職という存在や町内会組織に頼るだけでは、認知症の人とともに暮らしやすい地域づ

くりという目標の実現には相当の時間がかかると危惧しています。 

 「認知症サポーター」は、自分や家族の暮らしのために利用でき、そして自分と家族以外の人で

ある他者（知り合う人、かかわり合う人）との暮らしに、必ず役立つ存在になり得ると強く考えて

います。 

 なお、本研究事業の実施において、多大なるご支援とご協力をいただきました特定非営利活動法

人「仙台敬老奉仕会」理事長である吉永馨先生をはじめ岡本仁子理事、ほか役員、会員の皆様に深

謝申し上げます。 

     令和２年３月 

せんだんの里／総合施設長  舟 越 正 博  
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Ⅰ 実践研究 

 

 

 

 

 

 １．フレイル予防は、お口から ＆ 寄り添いボランティアのすすめ 
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 ４．「認知症サポーターズカフェ」と「せんだい認知症サポーター倶楽部」の設立 
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【講師】吉田真理沙（せんだんの里／管理栄養士） 
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【講師】飯川仁美（せんだんの里／歯科衛生士） 
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【講師】吉永 馨 氏（特定非営利活動法人 仙台敬老奉仕会／理事長） 
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「３回シリーズ」講座の開会です 

 

 
飯川仁美・歯科衛生士による講義 

 

 
受講者の方と対話しながら実演します 

 

 
吉田真理沙・管理栄養士による講義と試食 

 

 

 

 
咀しゃく・嚥下レベルに応じた食物の試食 

 

 
吉永先生の「寄り添いボランティア」解説 

 

 
岡本先生による寄り添いボランティアの実際 

 

 
受講の様子 

 

フレイル予防は、お口から ＆ 寄り添いボランティアのすすめ 
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フレイル予防は、お口から ＆ 寄り添いボランティアのすすめ 

【アンケート調査集計結果】 
 

アンケート調査回収率（８４％）／参加者（２５名） 

 

  
                       【その他】不詳(7) 

 

 

  

  
                       【その他】自宅での看取り(1) 将来の勉強(1) 

                            未来への提言(1)  
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【講師】佐藤 亜耶 氏 ほか（ソフトバンク（株）スマートフォン・アドバイザー） 
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スマホ・ユーザーが待ちに待った講座です 

 

 
質問が相次ぎます 

 

 
詳しい操作は個人別の対応で 

 

 
「できたぁ」と歓声が 

 

 

 

 
吉永先生の「寄り添いボランティア」解説 

 

 
質問にも常に穏やかで明快な回答をなされます 

 

 
岡本先生の見えるようなお話しに感動します 

 

 
受講の様子 

 

簡単スマートフォン・アプリ操作講座 ＆ 寄り添いボランティアのすすめ 
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簡単スマートフォン・アプリ操作講座 ＆ 寄り添いボランティアのすすめ 

【アンケート調査集計結果】 
 

アンケート調査回収率（７２％）／参加者（１８名） 

 

 
                      【その他】豊齢学園からの紹介(1) 不詳(1) 
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「３回シリーズ」講座の最終回です 

 

 
認知症サポーター“ステップアップ”講座 

 

 
会場いっぱいに熱がこもります 

 

 
仙台市認知症の人見守りネットワークの 

「見守り協力者」登録のお願い 

 

 

 
吉永先生の「寄り添いボランティア」解説 

 

 
吉永先生は精力的に質問に答えられます 

 

 
岡本先生の実体験を基づく多様な視点のお話し 

 

 
受講の様子 

 

認知症サポーター“ステップアップ”講座 ＆ 寄り添いボランティアのすすめ 
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認知症サポーター“ステップアップ”講座 ＆ 寄り添いボランティアのすすめ 

【アンケート調査集計結果】 
 

アンケート調査回収率（８７％）／参加者（３０名） 

 
                       【その他】不詳(8) 

 

 
【その他】教養(1)  地域生活の中の好事例・認知症家族の話・余暇(1) 地域包括ケア(1) ほか  
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【アンケート調査集計結果／３回シリーズ講座比較】 
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４－２．研修内容 【寄り添いボランティアのすすめ】
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【ファシリテーター】松田亜由（せんだんの里／地域連携推進グループ） 
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【報告者】志村侑紀 氏（東北福祉大学 総合福祉学部 社会福祉学科） 
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【報告者】佐々木美智子 氏（混声合唱団グラン） 
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【報告者】阿部武彦 氏 

（(公財)宮城厚生協会 坂総合病院・病院検査室長 (一社)宮城県臨床検査技師会・理事） 
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「せんだい認知症サポーター倶楽部」設立について 
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認知症サポーターズカフェのはじまり 

 

 
みんなで仲良くなりましょう、交流ゲーム 

 

 
「30cmゲーム」は個人対抗ゲームです 

 

 
「制限時間じゃんけん」はグループ対抗戦です 

 

 

 

 
志村侑紀氏からの報告 

 

 
佐々木美智子氏から報告 

 

 
阿部武彦氏からの報告 

 

 
せんだい認知症サポーター倶楽部のお誘い 

 

「認知症サポーターズカフェ」と「せんだい認知症サポーター倶楽部」設立について 
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「認知症サポーターズカフェ」と「せんだい認知症サポーター倶楽部」設立について 

【アンケート調査集計結果】 
 

アンケート調査回収率（９８％）／参加者（４１名） 

 

 
【その他】地域包括支援センターからの紹介(2) 

報告者からの紹介(2) 未記入(1)   

 

 
 

20歳代

5%

30歳代

10%

40歳代

5%

50歳代

10%

60歳代

30%

70歳代

30%

80歳代以

上

7%

未回答

3%

１．年齢

新聞

5%

広報誌

3%

チラシ

44%

ホーム

ページ

2%

知人・口

コミ

32%

その他

12%

未回答

2%

２．情報取得方法 n=40

(MA)

長い

12%

ちょうどよ

い

83%

未回答

5%

３．研修時間 n=40

良い

61%

やや良い

26%

普通

8%

未回答

5%

４．内容 n=38

n=40 
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５．今後の希望 

【その他】 

・具体的にどうやって認知症の方と関わればいいか、事例検討や関わり例の紹介。 

・お互いに何かできそうかなというところは、少しずつ聞いてみたいと思いました。 

・当事者とサポーターとの交流。 

・サポーターの活動で困っていることや、悩んだことなどあれば聞いてみたい。 

 

６－１．「せんだい認知症サポーター倶楽部」への参加希望 

【その他】 

・検討したい。(2) 

・仕事があるため参加できる機会が少ないと思うが可能であれば登録したい。 

・未記入(2) 

 

 
 

６－３．「せんだい認知症サポーター倶楽部」で活動してみたいこと 

【その他】 

・認知症の人と家族の会に所属して世話人となり６年目です。いろいろ活動していますので、皆様の参

考になればと思っています。 

・認知症の人と家族の会・会報「ぽ～れぽ～れ」の編集長です。 

・ぱっと思い浮かばない、思い立った時に意見を表明できる窓口があるといいかもしれない。 

  

認知症サ

ポーター

活動体験

談

43%

認知症サ

ポーター

同士の交

流

31%

認知症の

学習会

17%

その他

7%

未回答

2%

５．今後の希望 n=40

(MA)

はい

65%いいえ

7%

その他

13%

未回答

15%

６－１．「せんだい認知症サポーター倶楽部」

への参加希望

n=40

はい

80%

いいえ

7%
未回

答

13%

６－２．「せんだい認知症サポーター倶楽部」

に関する情報提供の希望

n=40

情報交換

37%

交流

23%

倶楽部の

今後の流

れ

11%

活動場

所、内容

の検討

7%

その他

3%
未回答

19%

６－３．「せんだい認知症サポーター倶楽部」

で活動してみたいこと

n=40

(MA)
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【自由記述】 （順不同） 

１．本日はありがとうございました。 

２．認知症に関わりのある方の体験、取組みが非常にためになりました。知識が深められた。 

３．スタッフの皆さんが一生懸命おもてなし、気遣いをやられてありがとうございました。 

４．サポーターズカフェのなかでサポーターの意見発表の時間があるといいと思いました。 

５．新しい地域活動のあり方が見えてくればいいなと思っています。自分たちでもできることを行動に

移していきたいです。こういう会を待っていました。 

６．備えを勉強しておきたい。仲間づくり。 

７．認知症、施設に入居している方々に対してのかかわり方について学びたいと思います。教科的なこ

とでなく、具体例から最もよいかかわりができるためのものです。 

８．サポーター倶楽部の活動に協力したいと考えています。〈名称〉サポーター倶楽部～ゆるやかな環

～。 

９．本日は大変勉強になり、ありがとうございました。初めて認知症に関するセミナーに参加しました。

またよろしくお願いします。 

10．本日初めて参加させていただきました。 

11．とても良いお話しで役に立ちました。 

12．資料の綴じは左上１か所が確認しやすいと思います（個人的に）。アンケートと連絡先を１枚の紙に

すると思った事、感じた事を自由に書きづらい方もいるのではないだろうか？と思います。 

サポーター倶楽部の情報発信の場を整備していただけるとウェブ媒体などで情報を得られるので良

いと思う。 

13．認知症について、まだまだ分からないことがあります。学びたいと思っています。 

14．設問３、全体はこれで良いと思いますが、活動紹介①は動画を使って欲しかった。 

15．演者の方々のお話しを聞いて、様々な取り組みを知ることができました。ありがとうございました。 

16．将来楽しみです。 

17．現在は助成事業とのことですが、今後どんな団体を目指していくのか楽しみです。 

特典がすべて「無料で～できます」だと、どうかな～と思いました。ある程度、必要な分はあらか

じめ、もらっていくとよいかなと思います。 

18．交流の場として「支援」「協働」の理念を体験された仲間の声を聞けたことに感謝を申し上げます。 

19．せんだい豊齢学園では、学園生（シニア）が認知症サポーター養成講座をカリキュラムとして受講

しています。学園生もこのサポーター倶楽部に入会できるのか等、連携の可能性を探って参りたいと

思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 
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考 察 

Ⅰ 認知症サポーター同士のリンクの試み 

 

１．「３回シリーズ」講座の意図と効果 

  この研究事業において当初設定した目標の一つ目は、「認知症サポーターズカフェ」の開催と

「せんだい認知症サポーター倶楽部」の設立による認知症サポーター同士のリンクです。 

  目標を到達するためには、この試みを多くの認知症サポーターが「知る」「関心をもつ」「参加

する」ことが必要です。そのため、「認知症サポーターズカフェ」を行う前に、この試みを知る機

会を広く、繰返しもつことを目的として目標前段階である「３回シリーズ講座」を行いました。 

  また、当初は限定したエリア（地域）をターゲットとした活動を想定しましたが、ボランタリ

ー（自発的）な活動を行っている人々の間では、“認知症”“認知症サポーター”に関する何らか

の知識をもっており、認知症サポーター養成講座を複数回受講している人も比較的多く認められ

たことから、単に認知症サポーター同士の交流等を呼び掛けても興味をもちにくいことがわかり

ました。そのため、今回は「仙台市」全域を対象に活動し、その後に地域活動を指向しようと考

えました。 

 １）３回シリーズの第１回「フレイル予防は、お口から ＆ 寄り添いボランティアのすすめ」 

  ① 想定以上に５０歳代、６０歳代の参加者が多い。 

  ② 今後希望する講座テーマとして「認知症」や「認知症サポーター養成講座」のほか、「ボラ

ンティア活動」や「施設の暮らし等」が多いことは、これからの活動のヒントにもなる。 

 ２）第２回「簡単スマートフォン・アプリ操作講座 ＆ 寄り添いボランティアのすすめ」 

  ① 受講定員２０名は、用意できるスマートフォンの台数に限りがあるため。 

  ② 簡単スマートフォン・アプリ操作講座は、スマートフォン・アドバイザーが行う既定のプ

ログラムによる時間数で、ちょうど良いと回答した方は多数であるが、物足りない方と長い

と感じた方に評価が一部分かれた。 

  ③ 今後希望する講座テーマとして、「介護予防」や「成年後見制度」が多いことは、これから

の活動のヒントにもなる。なお、「認知症」「認知症サポーター養成講座」や「ボランティア

活動」の希望が第１回よりも少ないことは、第２回講座の前半テーマの影響とも考えられる。 

 ３）第３回「認知症サポーター“ステップアップ”講座 ＆ 寄り添いボランティアのすすめ」 

  ① ３回シリーズ講座の中では参加者が最も多く、定員３０名に達した。 

  ② 参加者の年齢層は幅広い。 

  ③ 今後希望する講座テーマとして、「認知症」「認知症サポーター養成講座」よりも、「ボラン

ティア活動」や「成年後見制度」「施設の暮らし・料金」が多いのは、すでに認知症サポータ

ー養成講座を受講していることの影響とも考えられる。 

 ４）３回シリーズ全体を通して 

   この試みを広く告知したことにより、３回とも盛会に行うことができました。 

  また、複数回参加した方、氏名や連絡先を提供した方も多く、その後に行った「認知症サポー

ターズカフェ」の参加者募集に活用することができました。 

  ① 年齢層 「７０歳代」が最も多く、次いで「６０歳代」「５０歳代」の順。 

  ② 情報取得方法 「チラシ」が最も多く、次いで「知人・口コミ」「広報誌による告知」の順。 

  ③ 研修時間 各回で時間数は異なるが、「ちょうどよい」が最も多く、次いで「長い」の順。 

  ④ 研修内容（前半）（後半） ともに、「良い」が最も多く、次いで「やや良い」「普通」の順。 

  ⑤ 今後の希望 

    「介護予防」が最も多く、次いで「施設の暮らし・料金」「成年後見制度」の順に多く、「ボ

ランティア活動」と「認知症サポーター養成講座」も比較的多い。 

  ⑥ ボランティア活動に関する連絡の可否 

    「未回答」は最も多いが、講座を重ねるにつれて減少した。 

    次いで、「はい」が多く講座を重ねるにつれて増加したが、「いいえ」も増加した。 
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２．「認知症サポーターズカフェ」 

 １）「学生」「市民」「職業人」の立場からの報告を中心に展開しました。 

   志村侑紀氏（学生の立場から）は、認知症サポーター養成講座やボランティア活動、海外研

修で知り、学んだことや調べたことと、自分で気がついたことを整理して報告されました。 

   佐々木美智子氏（市民の立場から）は、認知症サポーター養成講座や寄り添いボランティア

のすすめ講座、自らのボランティア活動と、突然要介護状態になった家族との生活の関係を、

介護サービスや居宅介護支援サービスとのかかわりから報告されました。 

   阿部武彦氏（職業人の立場から）は、医療機関の臨床検査技師や認知症領域検査技師として、

認知症サポーター養成講座が役立ったこと、自らも認知症キャラバン・メイトとなり講師を務

めていることなどをコンパクトにまとめて、わかりやすく報告されました。 

 ２）プログラム全体は、テーブルごとランダムにグルーピングした後、アイスブレークを行うこ

とにより、グループ内の知り合う関係をサポートしたり、３人の報告を聴いたりしつつ、他の

テーブルの参加者も含めた情報交換や交流を行うことができました。 

   報告を各分野の３人に依頼したことから、プログラム上あまり長い時間帯にわたらないよう

設定したため、参加者交流の時間は少なくなりましたが、離れた地域の老人クラブ会員同士が、

これから会う約束をするなど、一定の効果は認められたと考えています。 

 ３）カフェの飲み物を片手に気軽に報告を聴き、気張らず話しができる雰囲気づくりはこれから

の活動でも維持しつつ、参加者の意思を反映した内容構成や活動ができる展開を、より一層支

援したいと考えています。 

 

３．「せんだい認知症サポーター倶楽部」の設立とこれから 

  そもそも認知症サポーターは、資格ではなく技能講習でもありません。「町域」や「職域」等に

おいて、認知症の人など何らかの配慮が必要かもしれない人に対して、日常の中で自然に、対等

な立場で関係し、互いの安全や健康、円滑な暮らしを営むことができるようにするための“社会

活動（ソーシャル・アクション）をできる人”であると考えています。 

  そして認知症サポーター養成講座だけではなく、本３回シリーズ講座や認知症サポーターズカ

フェに、たくさんの人々が参加する中で、認知症や認知症の人のこと、その家族の状況などにつ

いて、「もっと知りたい」「理解したい」「何か役立つことはできないか」と考える人は多い、と実

感することができました。 

 １）第１回「認知症サポーターズカフェ」参加者のうち、「認知症サポーター倶楽部」メンバー希

望者は２４名。 

 ２）メンバー希望者を除き、今後の連絡希望者は３回シリーズ参加者も含めて１８名。 

 ３）メンバー希望者だけではなく、連絡希望者及び認知症サポーター養成講座受講者が勤務する

企業その他関係機関・団体に対して、「認知症サポーター倶楽部」設立の告知を３月中に送付。 

 ４）４月以降早い時期に、「認知症サポーター倶楽部」人前設立式及び情報交流、今後の活動に関

する検討会（第２回認知症サポーターズカフェ）を行う予定。 

 

Ⅱ 認知症サポーターと認知症当事者とのリンクについて 

 １）この研究事業において当初設定した目標の二つ目は、「認知症サポーターズカフェ」の開催と

「せんだい認知症サポーター倶楽部」の設立による、認知症サポーターと認知症の当事者及び

その家族とのリンクでしたが、「認知症サポーター倶楽部」の設立が３月になったことから、本

研究事業期間中の実際活動は行うことができなかった。 

 ２）「認知症サポーター倶楽部」には、市民、企業や医療機関の職員のほか、「民生委員」「ボラン

ティア」団体会員、「認知症の人と家族の会」宮城支部の役員、認知症の人と家族の会「会報ぽ

～れぽ～れ」編集長、「老人クラブ」役員、「地域包括支援センター」の職員や「せんだい豊齢

学園」事務局員などが入会し、また認知症サポーターズカフェには仙台市役所地域包括ケア推

進課員が参加し強い関心を示しています。さらに、当法人が直接関与している仙台市と東北福

祉大学による「認知症対策推進に関する連携協定」も活用することにより、具体の活動を行う

基盤はできると考えており、令和２年４月以降に行う「認知症サポーターズカフェ」によって、

認知症の当事者とその家族とのリンク活動を実行していく予定です。 
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Ⅲ これからの期待と今後の展開 
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これからの期待 

 

 

吉永  馨（特定非営利活動法人仙台敬老奉仕会・理事長／東北大学・名誉教授） 

 

 人口の高齢化と共に、認知症に罹る人が増えています。認知症はどうして発生するのか、医学者

は世界中でしのぎを削って研究しています。うまく行って治療薬でも開発すれば、たちまち億万長

者になりますから、研究に熱が入っています。しかし近い将来、原因が解明され、治療薬が発見さ

れることはなさそうです。 

 

 ですから、今ある方法で対応するほかはありません。認知症サポーターはその対応の最も重要な

役割を担っていると思います。認知症の人を理解し、話しかけたり、安否を尋ねたりするだけで、

孤独な認知症の人は助かります。それがないと、世間から見捨てられ、相手にされず、楽しみも希

望もなく過ごすことになります。すると認知症は加速し、どんどん悪化します。 

 

 認知症になっても、感情は残っています。それを支えればそれなりに安定します。認知症カフェ

で奉仕することも大切ですが、日常生活の中で声を掛けるだけでも有効です。老年夫婦や独居高齢

者で認知症になった人は、孤独です。近所にそういう人がいるなら、声を掛けるだけでも良いでし

ょう。そうして仲良くなっていると、時に相談相手になる事もあるでしょう。 

 

 要は認知症の人を可哀想だから助けてやるというのではなく、一個の隣人として付き合うと言う

ことでしょう。やがては自分も老います。相身互い、順送りというのが真相でしょう。 

 

 声を掛けるという単純なことをまず認知症サポーターが実行し、それが一種の模範となってすべ

ての住民に及び、助け合う社会を作りたいものです。最近地域共生社会を作ろうと国が進めていま

すが、その心は互いに支え合う社会と言うことですから、認知症サポーターはその担い手、推進者、

実行者の役割を果たしています。どうぞよろしくお願いします。 

 

*************************************************************************************** 

 

佐々木園恵（せんだんの里／筆頭支援部長・地域支援部（グループホーム等担当）部長） 

 

 宮城県内での認知症サポーター養成講座受講者数は平成３１年３月３１日現在で 220,127 名と

多くの方々が受講されています。 

 認知症サポーターとしての役割は、「認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を見守し、支援す

ること」とされていますが、実際にどのように見守り、どのように支援すればいいのか、また、ど

のように活動できるのか、様々な疑問を持っている方の声を耳にする事が多くなり、今回のセミナ

ーや認知症サポーターズカフェには、多くの方々に足を運んでいただきました。 

 今回、セミナーや認知症サポーターズカフェに参加いただいた皆さんと、認知症サポーター同士

の交流の場を設けること、そこから「せんだい認知症サポーター倶楽部」の発足、認知症サポータ

ーとしての役割を発揮していただけるよう、共に考え、共に活動していきたいと考えています。 

 

*************************************************************************************** 
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*************************************************************************************** 

 

寺内  淳（せんだんの里／地域支援部／地域連携推進グループ・リーダー） 

 

 ３回シリーズでは、外部団体と共同主催「寄り添いボランティアのすすめ」企画に携わり、企画

から段取り、外部講師とのやり取り、広報の在り方等多くの事を学ぶことができた。 

広報では、市民センター、ボランティアセンターの方から「ボランティアの方増えると良いですね。」

「見やすい場所へ掲示します」等、温かいお言葉をいただき、広報をする中で、ボランティア養成

に関心を持っている方が多いこともわかった。 

 実際、開催した企画では、仙台敬老奉仕会でボランティアの方を増員することに重きを置き携わ

ったが、ボランティア活動に興味を示しても、自信がない、時間がないと、なかなか一歩を踏み出

すことが難しいこともわかり、今後の課題と考える。 

ボランティアの方を受け入れることについて組織的な受入れ体制の確立、受入れを担当する窓口の

大切さを改めて気づくことができた。 

 認知症サポーターズカフェについて、地域の方、職域の方も関心を持ち参加され、新たな活動の

開発、情報共有の場に興味、志を高く持っている方が多くいることを実感した。今回のカフェは初

めての試みということもあり、活動報告がメインとなったが参加者の声として交流、情報交換をし

たいという声もあり、基盤を整えながら多くの認知症サポーターの方が活動できる地域に繋がれば

と思う。 

 新たな地域福祉の開発として、ボランティア、認知症サポーターの活動者が増え、情報の共有・

発信、交流、学びの場となり、ボランティア、認知症サポーター、地域、職域が連携を図りながら、

活動者が不安なく活動しやすい環境を整え社会資源の一つになり、認知症当事者と共生の地域づく

りに繋げていきたいと思います。 

 

*************************************************************************************** 

 

叶  裕子（せんだんの里／地域支援部／地域連携推進グループ） 

 

 一連のシリーズ講座に参加し、各回に効果があったと感じます。 

 高齢者福祉施設からの専門性の発信と仙台敬老奉仕会からのボランテイア活動の意義と魅力が

それぞれの参加者によく伝わっていたと感じます。 

 高齢化社会に入り高齢者は多少なりとも不安を感じて生活する中、認知症問題や健康面に「健康

に生活できるための予防策」、また少しでも「社会に還元したい気持ち」などがあり、講座のテーマ

に関心があったと考えます。２回目のスマートフォン講座は社会の流れについていき、これからの

生活を充実したものにしていきたいとの想いで、参加者が多かったのではないかと感じました。 

またボランテイア活動を行ってみたいと思う人が、実際に我が国での実情や経験談などを聞き、自

分なりに判断できたと感じました。 

 サポーターズカフェでは認知症サポーター養成講座を受け、そこからさらに一歩進む活動を行う

取り組みは、自分なりにとても興味がわく取り組みと感じました。申込者が多くやはり関心が高い

テーマだと実感しました。申込の半数ほどは専門職の方々でしたが、期待するところが高いのでは

と感じました。 

 今後は、前述のとおり、何か社会の役に立ちたい、恩返しがしたいと思う方々は多いと感じます。

認知症サポーター倶楽部に賛同された方々は、これまでの経験と、少しの知識と、ちょっとした手

助けが高齢者や認知症の方の支えとなり、共に住みよい地域になっていけばと考えているのではな

いでしょうか。このような倶楽部が、市内各所に作られ気楽に楽しく生活する仲間になっていけば

良いなと考えます。 

 

*************************************************************************************** 
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*************************************************************************************** 

 

松田 亜由（せんだんの里／地域支援部／地域連携推進グループ） 

 

 ３回シリーズでは仙台敬老奉仕会との共催ということもあり、それぞれが広報活動を行うことが

でき、参加者の顔ぶれからも横のつながりを強く感じました。講話の内容によっても参加者の年代

に変化があり、１回目のフレイル予防では介護予防に興味関心のある世代の参加率が高い一方で、

スマートフォン・アプリ操作講座では６０歳代以下の参加も増え、テーマによって年代が大きく変

わることがわかりました。主催者側として、どういった方を対象とするのか、必要とされているこ

と、興味関心のあることは何かに着目し、マッチングしていく必要性を感じました。 

 認知症サポーターズカフェでは、３０歳代から５０歳代にかけての働き盛り世代の参加率も高く、

幅広い年代でご参加いただきました。福祉分野で活動していらっしゃる方の興味関心が高いことは

いうまでもありませんが、何かをきっかけとして認知症サポーター養成講座を受けられた方々に対

して、興味をもっていただけるように取り組んでいく必要性を感じました。今回の企画で学生の方

が参加されていましたが、こういった若い世代の力を活かしていくことも、活動の輪を広げる一つ

になっていくのではないかと思いました。 

 

*************************************************************************************** 

 

辻田 祐子（せんだんの里／住居支援部長） 

 

 今回、認知症サポーターズカフェに参加するにあたり、もう一度自分自身の役割を再確認しまし

た。 

  ①認知症の方の生活を支援する介護福祉士 

  ②認知症介護指導者 

  ③認知症サポーター 

  ④認知症サポーターを育成するキャラバン・メイト 

 いずれにしても、自分自身だけでは何もする事ができず、人と人がつながり、個々人の活動を知

り、そして、みんながどの様なつながりを持ち行動していくのかが重要であるのではないか、と考

えました。 

 当日を迎え、活動紹介を聞き、学生の方のお言葉、介護を行ってきた方のお言葉、医療従事者の

方のお言葉、それぞれのお立場での声がきけた事はとても有意義であると感じました。 

そして、「何か特別な事をする事が認知症サポーターではない」事が改めて実感できました。それぞ

れの役割や立場、対象となる方との関係性も違う、行動する範囲も違うが、その中で、その瞬間に

何ができるかを考えている事が共通であり、それが「認知症サポーターの役割である」のではない

かと感じました。 

 改めて自分の役割はと考えると、事業所に属している者として、人と人を繋ぐ場所や機会の提供、

それぞれの心の中にある、思っている事を伝え合ったりする場面作りではないかと思います。 

しかし地域住民として考えると、現状、事業所やそこに属している者は、少し壁が高い印象がある

のではないかと考えます。その壁を少しずつ壊していく作業がこの認知症サポーターズカフェなの

であるのではないかと思いました。継続する事に意味があり、この事業所を支えてくださっている

のも、地域住民だとも思いますので、開かれた事業所作りを継続できたらと考えています。 

 

*************************************************************************************** 
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*************************************************************************************** 

 

菅原 哲也（せんだんの里／住居・相談支援部長） 

 

 仙台敬老奉仕会と東北福祉会が共同で企画段階から話し合いを重ね、３回シリーズの運営をでき

たことは、福祉施設での活動や、住民同士が支えあう地域づくりに繋がる、有意義な取り組みであ

ったと感じます。 

 引き続き、地域の方を対象として、高齢者や認知症、そしてボランティアに関して、より専門的

な知識習得の機会を発信していく事が東北福祉会の役割と思います。 

 

*************************************************************************************** 

 

本田 則子（せんだんの里／地域支援部（ショートステイ担当）部長・管理者） 

 

 参加者がかなり多く、何かをやってみたい、交流したいという方が多かったように思います。 

実際にボランティア活動をされている方も多く、それぞれの場所で行っている活動の情報交換をし

ていたり、認知症の方への関わりや友人からの相談をどのように返したらいいのか等、交流を通じ

て不安を取り除いていたように思います。 

 このような場所があるといい等というお話もあり、一緒に支え合える環境を提供する事や対応方

法の確認等を、今回参加した方たちと繋がる事で輪が広がり、参加する人も増えていくのではない

かと思いました。 

 

*************************************************************************************** 

 

菅間 雅子（せんだんの里／地域支援部（デイサービス担当）部長・管理者） 

 

 寄り添いボランティアのすすめ全３回と認知症サポーターズカフェのスタッフとして参加し、カ

フェコーナーを担当しました。「コーヒー美味しかったわよ」と声をかけられると、好きな飲み物を

選んで飲んでいただくということも、場の雰囲気を和ませ、初対面同士でテーブルを囲んでも、話

がはずみ、スムーズな意見交換の場になったのではないかと思います。 

 ３回目に行われた認知症サポーター“ステップアップ”講座では、参加された方と直接お話する

機会があり、認知症について学びたいと思っていたところで、この企画を知り、とても勉強になっ

たと話されていました。また、認知症カフェについてもお話させていただき、大変興味を持たれ、

実際に認知症カフェにも足を運ばれていました。この方のように認知症について学びたいけど、ど

うすればよいのかわからなかったり、認知症サポーターズカフェに参加された方のように認知症サ

ポーターとして何かできないかと考えたり、認知症サポーター同士が集い、交流を図り、学びの機

会を求めている方が、他にも多くいるのではないかと感じました。 

 このような方同士が繋がる機会が増えることで、認知症サポーターの輪が広がり、認知症の方や

そのご家族が暮らしやすい社会になっていくと感じました。 

 

*************************************************************************************** 
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*************************************************************************************** 

 

佐藤 智美（せんだんの里／地域支援部／国見ケ丘３丁目デイサービス・管理者） 

 

 認知症サポーターの活動報告では、サポーターとなった方々が自分に何ができるかと迷いながら

も、講座で学んだことを活かしながら認知症の方と向き合い、活動をされている事を知りました。

坂総合病院の阿部氏の報告では、医療の現場においても認知症の方との関わり方を知ったことで、

検査がスムーズに行われるようになったとの話がありました。私の経験では、認知症のご利用者と

病院に行った際、理解してもらえずに対応に困っていた検査技師の方や、ご本人とは目も合わせず

付き添いの私にばかり声をかけてくる看護師の方の様子に、認知症の方への対応の冷たさを感じた

ことがありました。今考えてみれば、きっと認知症の方への関わり方が分からなかったのだと理解

できます。そのような経験から医療関係の方々の間にも、認知症サポーター養成講座受講が大いに

活かされていることをとても嬉しく感じました。他のお二方の活動報告も今回来場された、意欲的

な参加者の方々に響く内容で刺激を受けた方も多かったのではないかと思います。また、アイスブ

レイクやセルフカフェの効果で、初対面同士も気軽に話ができ参加者が楽しんで参加できる運びだ

ったと思います。 

 今回のような認知症サポーターズカフェへ参加は、認知症サポーターが、自身の活動を他者と共

有することで成果や学びを得ること、受講後の活動に展望を持って取り組むことができると考えま

す。認知症サポーターが長く活動を続けていけることが、地域で暮らす認知症の方やその家族の生

活支援に繋がっていく効果が得られると考えます。 

 

*************************************************************************************** 

 

佐々木 悠（せんだんの里／住居・相談支援部／居宅介護支援事業所・介護支援専門員） 

 

 今回、サポーターズカフェに参加させていただき、感じたこととして、認知症サポーター養成講

座を受講したものの、その後の活動がなかなか出来ない方がいらっしゃることが多いのが現状とい

う中で、このようなサポーターズカフェがある事で、認知症サポーター養成講座を受けて良かった

点、変化があった点など実際に体験した方のお話を聞き、認知症サポーターとしての今後の活動を

知る機会がある事はすごく良いことだと思いました。また、認知症サポーターの方々が集まる事で、

認知症サポーター同士の繋がりができていくのではないかと思われます。 

 今回は地域包括支援センターの方も多く参加されており、「地域包括支援センターで認知症サポ

ーター養成講座を開催するものの、その後について、どのようにしたら良いかがわからなかった。

それで、参加してみようと思った。」との声も聞かれ、認知症サポーター養成講座を開催する側とし

ても、認知症サポーターが受講後に活動できるよう、情報提供でき、認知症サポーター同士の集ま

る機会がある旨を話すことで、さらなる認知症サポーターの活躍、認知症サポーター同士の繋がり、

認知症サポーター同士間の情報交換などができるようになるのではないかと思います。 

 認知症サポーター同士が繋がり、情報交換する機会が増えていくことで、認知症サポーターの地

域での活動に繋がり、認知症サポーターが地域で重要な存在となる事と思います。 

 「認知症の方々と地域の方々がいつまでも住み慣れた地域でと共に暮らしていくことができる」

その中で、認知症サポーターが地域で認知症の方々を見守り・寄り添い、そして、地域の方々と共

に支え合う活動のきっかけを知る場所でもあり、認知症サポーター同士の絆を深めていける場所と

して、「認知症サポーターズカフェ」が今後も重要であると感じました。 

 

*************************************************************************************** 
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*************************************************************************************** 

 

松本  久（せんだんの杜／住居支援部長） 

 

 本事業については、実際にボランティア活動を行っている講師からのボランティア活動のすすめ

や、ボランティア活動の実際についての報告に軸を置きながらも、福祉施設等でのボランティアに

関心のある方だけを対象とした研修構成とはせずに、中高年齢等の方々が関心のあること（第１回

フレイル予防、第２回スマートフォン操作、第３回認知症サポーターステップアップ講座）を組み

入れた研修構成とすることで、これまでボランティア活動に対して関心があっても踏み出せない、

あるいは、そもそも関心を持てなかった方々が興味を持っていただけるような研修会の実施ができ

たように感じています。 

 研修に関わった者としては、研修を受講される方々が実際に学びたいことと、併せて本研修のよ

うに組み合わせをした研修構成とすることで、受講者自らが関心のある内容に加え、新しい情報か

ら、新しいジャンルへの興味・関心を持てる情報提供をしていくということは、非常に大切な取り

組みであると実感をしました。 

 ２０２５年には、認知症高齢者は約７００万人となると推計されており、今後、介護を必要とす

る人々が増加することはすでに分かっています。少子高齢化、介護業界への従事者の減少なども伴

い、ますますボランティア活動の重要性は高まっていくものであると感じています。 

 介護業界が待っているだけではボランティアには繋がらない。ボランティア活動のしやすさ、柔

軟なボランティアの受入等、介護業界としての情報発信が十分なものでなければ、ボランティアに

関心のある方々の活動の場は非常に限られたものになっていくということを自覚しなければいけ

ないということを、私自身も考える機会となった研修会でした。 

 

*************************************************************************************** 

 

橋場 弘樹（せんだんの館／生活支援事業部／高齢福祉課長） 

 

 仙台敬老奉仕会との共催ということもあり、普及活動の視点も含めた講座の構成が求められてい

たと思います。全３回の講座は二部構成で行われており、一部での内容で、いかに参加者の興味を

ひける内容とするかも重要なポイントだった中で、①フレイル予防、②簡単スマートフォン・アプ

リ操作、③認知症サポーター（ステップアップ）講座と、国の施策（介護予防・健康づくりの推進、

認知症「共生」、「予防」の推進）とも連動した構成が行えたと考えます。 

 参加者の方々からも「新しいことを知りたい」、「自分に何ができるのか」、「どのような考え方が

いいのか」などの前向きな姿勢、意見が聞かれておりましたし、一方で現状に対する不安・不満感

を率直に意見してくださる方もいらっしゃいました。 

その双方の意見をいかに建設的に捉えながら、今後の取り組みに繋げていくかも、我々の大きな役

割、求められていることだと考えます。 

 また、今回の講座から参加者が何を求めているのか、どのようなキーワードに興味を示すのかな

ど、主催者側として常にアンテナを張り、イメージしていくことが重要であると改めて感じました。 

 今後ますます、社会福祉法人の役割（地域における公益的な取組）が重要となる中で地域づくり

をコーディネートする機能の強化が求められます。 

 講座の開催を通じて、地域住民との連携、学びの共有を図りながら、ともに実践（仙台敬老奉仕

会の活動や認知症サポーター（ステップアップ）養成講座等）を行い、交流や参加の機会、お互い

の居場所の確保を目指していくことが私たちの担う使命であること、法人としての存在価値を示し

ていくことに繋がるということを再認識し、これからの取り組みに活かしていきたいと考えます。 

 

*************************************************************************************** 
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今後の展開 

 

Ⅰ．「せんだい認知症サポーター倶楽部」の設立 

  令和２年２月６日に倶楽部設立を告知、メンバーを募集。 

  令和２年３月２日に倶楽部設立を正式宣言。（設立時メンバー２６名） 

 

Ⅱ．「せんだい認知症サポーター倶楽部」人前設立式（誕生会） 

  令和２年春期に第２回「認知症サポーターズカフェ」として開催予定。 

 

Ⅲ．「せんだい認知症サポーター倶楽部」の目的と活動方針（案） 

（※）具体の内容は「せんだい認知症サポーター倶楽部」メンバーの協議により決定する。 

１．目的 

 １）サポーター同士が、”ゆるやかに”つながるために 

  ① 情報交換や交流を通じて、お互いを知り合う。 

  ② 仲間をつくって、楽しめる活動を行う。 

  ③ 自分自身の人生の“糧”をつくる。 

 ２）認知症の当事者やその家族とサポーターが、関係するために 

  ① 認知症を知り、自分と他の人に役立てる。 

  ② 自分や他の人のハンディキャップを減らし、ダイバーシティ（多様性のある街）とソー

シャル・インクルージョン（社会的包摂）を推進する。 

２．目標 

 １）認知症サポーターは、認知症の当事者（本人）とその家族の暮らしを、自分事として捉え

ます。 

 ２）認知症サポーターは、地域のパートナー（よき知り合い）として、認知症当事者とその家

族とのふさわしい関係をつくり、可能な支援を行います。 

３．活動方針 

 １）認知症サポーターは、自分の暮らしと仕事に支障のない範囲で活動を行いましょう。 

 ２）認知症サポーターは、一方的な奉仕者、自己満足の支援者にならないようにしましょう。 

 ３）認知症サポーターは、自分と他の人に役立つ行動を目指しましょう。 

 

Ⅳ．「せんだい認知症サポーター倶楽部」の活動（案） 

１．紙媒体とインターネットを利用した「広報」と「交流」 

２．認知症に関する「情報」の無料提供 

３．「認知症サポーターズカフェ」の定期開催 

４．認知症サポーター”ステップアップ”講座と情報交換・交流会 

５．倶楽部活動の「協働」と「相互支援」 

６．「認知症カフェ」体験参加 

７．「介護施設・サービス」見学会・体験会 

８．福祉・介護に関する無料「学習」支援 

９．介護アシスタント等の就業支援、ほか。 
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【資料集】 
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【シルバーネット 2019年７月号】 
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【朝日新聞（2019年 12月 31日・朝刊）宮城版】 
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【シルバーネット 2020年３月号】 

 
 

【仙台敬老奉仕会ニュースレター第 59号】 
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【河北ウイークリーせんだい（2019年 6月 13日）MYTOWN 愛子錦ケ丘６月版】 

 
 

 【シルバーネット 2019年６月号】  【げんき倶楽部杜人（2019年 6月 30日）７・８月号】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【読売新聞（2019 年 6 月 28 日・朝刊）宮城版】【河北新報・（2019 年 7 月 1 日・夕刊）宮城版】 
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【河北新報（2020年 1月 29日・夕刊）宮城版】 

 
 

【河北新報（2020年 2月 1日・朝刊）宮城版】 
 

 
 

【シルバーネット 2020年１月号】 
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